
　総務企画 　文教子育て 　福祉区民 　建設環境 　議会運営

△ 相馬 優子 △ 北村 綾子 小林 行男 ○ 横山 幸次 相馬 優子

◎ 斉藤 邦子 △ 小島 和男 △ 横山 幸次

明戸 真弓美 鎌田 理光 △ 土橋 圭子 △ 中島義夫 町田 高

○ 茂木 弘 ◎ 並木 一元 ○ 町田 高 ◎ 北城 貞治 ◎ 中島 義夫

△ 斉藤 泰紀 菅谷 元昭 △ 志村 博司 明戸 真弓美

△ 北城 貞治

△ 山口 幸一郎 〇 増田 峰子 ◎ 森本 達夫 △ 保坂 正仁 森本 達夫

△ 菊池 秀信 △ 松田 智子 〇 菊池 秀信

△ 竹内 明浩 清水 啓史 久家 繁 久家 繁

△ 竹内 明浩

次世代あらかわ 夏目 亜季 宮本 舜馬

日本創新党 小坂 英二

自由民主の会 河内 ひとみ 藤澤 志光

あらかわ元気クラブ 河内 ひとみ

維新・子育ての会 山田 晴美

　 震災災害 健康危機  　観光文化 　 援助団体 ◎委員長

◎ 小林 行男 △ 北村 綾子 ○ 相馬 優子 △ 小島 和男 ○副委員長

△ 横山 幸次 斉藤 邦子 △理事

○ 鎌田 理光 菅谷 元昭 土橋 圭子 ○ 明戸 真弓美

町田 高 ◎ 斉藤 泰紀 △ 中島 義夫 △ 並木 一元

△ 茂木 弘 △ 北城 貞治 ◎ 志村 博司

菊池 秀信 ○ 山口 幸一郎 △ 増田 峰子 ◎ 松田 智子

△ 保坂 正仁 △ 森本 達夫

立憲・ゆい・無所属の会 竹内 明浩 清水 啓史 △ 久家 繁
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自由民主の会 藤澤 志光
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区政報告
ニュース

５
月
25
日
の
開
会
の
２
０
２
１
年

度
荒
川
区
議
会
定
例
会
の
緊
急
会
議

に
お
い
て
、
新
し
い
常
任
委
員
会
、

特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の

所
属
が
決
ま
り
、
各
委
員
長
、
副
委

員
長
、
理
事
が
専
任
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
区
議
会
第
２
会

派
（
公
明
党
と
同
数
）
で
あ
り
、
総

務
企
画
と
震
災
・

災
害
特
別
委
で
委

員
長
、
建
設
環
境

と
観
光
文
化
で
副

委
員
長
の
配
分
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
同
数
の
公
明
党
が
副
委
員
長

と
な
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
区
議

団
は
、
同
数
の
場
合
は
、
交
代
制

（
毎
年
、
隔
年
）
で
副
委
員
長
を
担

う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
予
算
、

決
算
の
各
特
別
委
員
会
で
は
、
話
し

合
い
で
共
産
、
公
明
が
毎
年
交
代
で

副
委
員
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。
憲
政

の
常
道
と
し
て
会
派
人
数
に
応
じ
て

配
分
し
、
同
数
の
場
合
は
順
番
に
担
っ

て
い
く
こ
と
が
や
は
り
民
主

的
か
つ
公
平
な
ル
ー
ル
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆荒川区政の各種情報・

話題など…横山幸次区議

のホームページをご覧く

ださい。

６月７日(月)
横山事務所

18時～20時

裏面 荒川区男女共同参
画社会推進計画（５次）、
まちづくり…など

以
前
お
知
ら
せ
し
た
、
町
屋
４
丁
目

の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
現
場
で
見
つ
か
っ

た
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
か
な
り
広
い

範
囲
で
埋
蔵
文
化
財
が
存
在
す
る
地
域

で
す
。
６
月
い
っ
ぱ
い
の
発
掘
調

査
日
程
の
た
め
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

の
予
定
が
７
月
か
ら
に
ず
れ
込
ん

で
い
ま
す
。
建
設
事
業
者
か
ら
す

れ
ば
、
早
く
着
工
し
た
い
の
で
し
ょ

う
が
、
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
と

の
工
事
期
間
中
の
「
合
意
」
や
建

設
付
近
に
埋
蔵
文
化
財
が
あ
る
こ

と
が
当
初
か
ら
見
込
ま
れ
た
地
域

で
す
か
ら
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

ん
な
遺
跡
が
出
て
く
る
の
楽
し
み
で
す
。

や
は
り
開
発
を
行
う
際
に
は
、
周
辺
住

民
の
み
な
さ
ん
へ
の
最
大
限
の
配
慮
や

地
域
の
歴
史
へ
の
敬
意
が
必
要
と
思
う

の
で
す
が
。

横
山
幸
次

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。お急ぎの場合は、北千住法律事

務所の相談日などご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４

不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆下は、発掘調査現場

２
０
２
１
年
度
の
荒
川

区
議
会
で
、
私
横
山
は
、

建
設
環
境
委
員
会
副
委
員

長
、
震
災
・
災
害
対
策
調

査
特
別
委
員
会
理
事
、
議

会
運
営
委
員
会
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会
は
、
気
候
変
動
・
環

境
問
題
、
大
規
模
再
開
発
な
ど
持
続
可
能

な
地
球
、
そ
し
て
地
域
社
会
に
関
わ
る
重

要
な
案
件
を
審
議
し
ま
す
。
ま
た
、
大
地

震
、
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
対
応
が

一
層
求
め
ら
れ
る
も
と
で
震
災
・
災
害
対

策
調
査
特
別
委
員
会
の
役
割
も
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
ぜ
ひ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
横
山
幸
次
）

議長たらい回しはやめるべき
今回も議長が「辞職」を表明し、議

長選挙が行われました。議長の任期は

４年と決まっています。しかし毎年判

で押したように交代＝たらい回しです。

第１会派から議長を出すことは当然で

が、毎問のたらい回しには賛成できま

せん。たらい回しをやめ全

会派一致できる方を選出で

きるようにすべきです。



指標 現状値 目標値

女性のいる審議会の割合
８４.４％
(2019年)

１００％
(2025年)

審議会等における女性委員数
の割合

２１.０％
(2020年)

３０.０％
(2025年)

区職員の管理監督者における
女性の割合

３３.３％
(2021年)

３５.０％
(2025年)

「基本目標２　あらゆる分野において男女共同参画を推
進」のうち荒川区行政における女性割合

※審議会等は、地方自治法で定める審議会、委員会。

５
月
12
日
、
区
議
会
総
務
企
画
委

員
会
に
荒
川
区
男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
計
画
（
５
次
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
結
果
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
22
名
か
ら
55
件
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
10
件
が

計
画
に
新
た
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
各
種
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
中
で
も
件
数
と
と
も
に

計
画
に
新
た
に
反
映
し
た
数
も
増
え

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

基
本
理
念
の
内
容
が
充
実

特
に
計
画
の
柱
に
な
る
基
本
理
念

「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
」
の
内
容
に

性
自
認
・
性
的
指
向
が
加
筆
補
強
さ

れ
た
こ
と
は
重
要
で
す
（
囲
み
）
。

他
に
、
▽
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
が
１
２
１
位
な
ど
の
現
状
認
識

記
載
▽
「
性
犯
罪
、
性
暴
力
対
策
」

に
つ
い
て
の
区
の
取
り
組
み
強
化
の

発
信
▽
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
導
入
に
つ
い
て
▽
配
偶
者
暴
力
に

つ
い
て
▽
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
「
Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
含
め
る
▽

荒
川
区
防
災
計
画
に
性
的
少
数
者
の

視
点
を
▽
な
ど
が
計
画
案
で
は
修
正

し
て
補
強
さ
れ
ま
し
た
。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

文
言
が
入
っ
た
こ
と
は
評
価
し
ま
す

が
、
「
必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
調

査
研
究
」
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

は
残
念
で
す
。
区
議
会
で
陳
情
も
採

択
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
積
極
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日
本
は
も
と
も
と
医
師
・

看
護
師
が
少
な
く
い
ま
コ
ロ

ナ
禍
で
医
療
崩
壊
が
各
地
で

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
医
師

の
人
数
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
37
カ

国
の
中
で
、
人
口
あ
た
り
換

算
で
な
ん
と
ワ
ー
ス
ト
２
位

36
位
で
す
。

加
え
て
消
費
税
を
補
助
金

に
使
っ
て
病
床
削
減
を
す
す

め
る
法
案
が
強
行
さ
れ
る
と

今
年
度
だ
け
で
病
床
１
０
，

０
０
０
床
、
医
師
１
，
６
０

０
人
、
看
護
師
５
，
８
０
０

人
が
減
ら
さ
れ
国
民
の
命
・

健
康
は
危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま

す
。

町
屋
３
丁
目
と
４
丁
目
の
間

を
通
る
通
称
「
豊
島
通
り
」
は
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
も

あ
っ
て
一
定
拡
幅
が
進
ん
で
い

ま
す
。
随
分
見
通
し
の
良
く
な
っ

た
場
所
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
は
、

道
が
広
が
っ
て
も
歩
道
帯
の
真

ん
中
の
電
信
柱
で
す
。
ま
た
、

道
路
上
に
は
電
線
類
が
張
り
巡

ら
さ
れ
、
大
地
震
の
と
き

な
ど
の
避
難
や
緊
急
車
両
の
通

行
を
障
害
物
と
な
る
危
険
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

で
は
ど
う
す
る
の
か
？
思
い

切
っ
て
電
柱
の
地
中
化
を
す
す

め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
区
は
、
生
活
道
路
の
電
線

類
の
地
中
化
を
課
題
と
し
て
上

げ
て
い
ま
す
が
実
施
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
技
術
的
問
題
は

解
決
し
て
お
り
、
後
は
費
用
負

担
の
問
題
。
確
か
に
多
額
の
費

用
が
必
要
で
す
。
災
害
危
険
度

の
少
な
い
西
日
暮
里
駅
前
再
開

発
（
右
図
）
に
２
５
０
億
円
も

の
税
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
ま
す
。

一
番
危
険
度
の
高
い
地
域
に
税

金
を
投
入
し
て
こ
そ
、
荒
川
区

の
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆上は、アク

ト２１。その

機能発揮が必

要なときです

☆
全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
誰
も
が
、

性
別
、
年
齢
、
国
籍
、
性
自
認
・

性
的
指
向
、
立
場
等
に
か
か
わ
ら

ず
、
幅
広
く
多
様
な
属
性
の
人
々

の
生
き
方
を
理
解
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

残
念
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

意
見
で
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」
に

つ
い
て
「
地
方
自
治
体
か
ら
も
声
を

上
げ
、
後
押
し
す
る
こ
と
を
望
む
」

と
い
う
意
見
に
対
し
、
「
国
に
お
い

て
検
討
・
討
議
」
さ
れ
て
い
る
と
し

て
「
引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
」

と
い
う
だ
け
で
区
の
考
え
を
示
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
た
区
の
管
理
職
な
ど
の
女
性
比

率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
も
目
標
の

引
き
上
げ
（
数
年
以
内
に
４
割
程
度
）

に
つ
い
て
も
「
推
進
」
と
い
う
一
般

論
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
も
残
念
で
す
。


